
JP 2013-525551 A5 2014.2.27

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年2月27日(2014.2.27)

【公表番号】特表2013-525551(P2013-525551A)
【公表日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-032
【出願番号】特願2013-506549(P2013-506549)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/20    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  83/04    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ  77/48    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  77/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月10日(2014.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外（ＵＶ）線によって硬化可能な光硬化性組成物であって、
（Ａ）下記の式（Ｉ）
【化１】

［式中、ＰａとＰｂは、カチオン重合可能な基から互いに独立して選択され；ｘ＋ｙは１
以上の整数であり；ＳｐとＳｐ’は、脂環式炭化水素基、直鎖状脂肪族炭化水素基、およ
び分岐鎖状脂肪族炭化水素基から互いに独立して選択され；Ｒ１とＲ２は、互いに独立し
て、直鎖状脂肪族炭化水素基、分岐鎖状脂肪族炭化水素基、脂環式炭化水素基、アルコキ
シ基、芳香族基、またはヘテロ芳香族基である］
で示される少なくとも１種のオルガノシロキサン成分Ａ；
（Ｂ）下記の式（ＩＩ）
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【化２】

［式中、ｎは７～３００の範囲の整数であり；ｘ＋ｙは１以上の整数であり；ＰａとＰｂ
は、カチオン重合可能な基から互いに独立して選択され；ＳｐとＳｐ’は、脂環式炭化水
素基、直鎖状脂肪族炭化水素基、および分岐鎖状脂肪族炭化水素基から互いに独立して選
択され；Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、互いに独立して、直鎖状脂肪族炭化水素基、
分岐鎖状脂肪族炭化水素基、脂環式炭化水素基、アルコキシ基、芳香族基、またはヘテロ
芳香族基である］で示される少なくとも１種の第２のオルガノシロキサン成分Ｂ；
（Ｃ）シロキサン基のない少なくとも１種のエポキシ成分及び／又はオキセタン成分Ｃ；
および
（Ｄ）少なくとも１種のカチオン性光開始剤Ｄ；
を含む上記光硬化性組成物。
【請求項２】
　硬化性組成物の総重量を基準として、Ａ）１５～７５重量％の、好ましくは３５～５５
重量％の成分Ａ；Ｂ）１５～７５重量％の、好ましくは３５～５５重量％の成分Ｂ；Ｃ）
１～４０重量％の、好ましくは５～１５重量％の成分Ｃ；およびＤ）０．１～１０重量％
の、好ましくは１．５～５重量％の成分Ｄ；を含む、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　成分Ａまたは成分Ｂにおけるｘとｙが１である、請求項１または２に記載の硬化性組成
物。
【請求項４】
　成分Ａまたは成分ＢにおけるＰａとＰｂがエポキシ基である、請求項１～３のいずれか
に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　成分Ａがビス［２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチル］テトラメチルジシロ
キサンである、請求項１～４のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　成分ＢにおけるＰａとＰｂがエポキシシクロヘキシル基であり、成分ＢにおけるＲ１、
Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４がメチル基である、請求項１～５のいずれかに記載の硬化性組成
物。
【請求項７】
　成分Ｃが、２つのエポキシ基を有する脂環式エポキシ樹脂、水素化ビスフェノールＡの
ジグリシジルエーテル、およびトリメチロールプロパンオキセタンの群から選ばれる、請
求項１～６のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項８】
　不透明で光透過性の層の製造方法であって、ａ）請求項１～７のいずれかに記載の硬化
性組成物の、５～３００マイクロメートルの厚さを有する層を供給する工程；およびｂ）
該層を紫外線及び／又は熱で硬化させる工程；を含む上記製造方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法に従って得られる不透明で光透過性の層、または請求項１～７の
いずれかに記載の硬化組成物。
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